
— 29 — Bull Fac Nurs Kobe Women's Univ, Vol.6, 2021

Ⅰ．はじめに

日本における少子化は深刻化し，令和元年（2019 年）

の合計特殊出生率は 1.38 と微減の一途を辿っている．

少子化傾向が長期的に続く日本の状況において，核家族

化や共働き家庭の増加，新天地で子育てする家庭も多く，

地域とのつながりも希薄化し，不安や悩みを相談できな

い中で孤立して子育てを行っている家庭も少なくないこ

とが言われている．このような状況の中で，内閣府（2020）

は総合的かつ長期的に少子化に対処するための指針とし

て，「少子化社会対策大網～新しい令和の時代にふさわ

しい少子化対策へ～」を示し閣議決定している．その中

に，基本的な考え方の一つとして「多様化する子育て家

庭の様々なニーズに応える」と示され，その重点課題と

して①子育てに関する支援，②在宅子育て家庭に対する

支援，③多子世帯，多胎児を育てる家庭に対する支援，

④妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援，⑤子

育ての担い手の多様化と世代間での助け合い，が明記さ

れている．このように，子育て支援として，多様化する

子育て家庭における様々なニーズへの対応が必要である

と言われていることが分かった．

子どもを育てている養育者が抱える問題や悩みについ

て，野口，小川，松村（2005）が行った乳幼児を育てて

いる母親を対象とした育児のストレスと悩みに関する調

査では，育児のストレッサーの因子分析の結果「子ども

の聞き分けのない行動」「自分の時間がない」「夫の無理

解・非協力的態度」「一人っきりの子育て，社会からの

孤立」「子どもの食行動における問題」「親としての対応」

の 6 つの因子が抽出されたと報告されている．また，自

由記述に見られる悩みの内容として「子どもの発育や健

康に関すること」「妊娠中の母親の身体に関すること」「子

育てに関する母親の気持ち」「夫や家族との関係に関す

ること」「仕事に関すること」「妊娠中の母親の気持ち」

「育児サポートに関すること」に分類されたと述べてい

る．さらに，村上，飯野，塚原ら（2005）によると，家

族や自分の身近な問題は比較的調整可能であるが，子ど

もの遊ぶ場所，就労などの社会的環境，子どもが予想以
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上に思うようにならない場合など，調整困難な事柄に対

してストレスが高くなることを示し，子どもが手に負え

ない状態にストレスを感じる母親が多く，その要因とし

て現代の母親は育児体験が少なく，子どもにうまく対応

できないことがあげられると報告している．

このように，子どもを育てる養育者のストレスや悩み

の種は自身の体調や周囲との関係性，子育て出来る環境

や子どもへの対応など多種多様で多方面にわたり，子育

て家庭を支援する専門職においても，多様な知識や経験

が必要となることが分かる．加えて日本では，育児不安

を抱える母親が増加し，育児不安は虐待に結びつくこと

も多い（浦山，2017）と言われており，笹川（2019）に

よる児童虐待の現状とリスク要因についての調査では，

児童虐待を行う実母の心理的・精神的問題として「育児

能力の低さ」「育児不安」「衝動性」などが挙げられ，子

育ての知識やスキルの不足などが不適切な養育に繋が

り，育児への不安を高め，さらに，うまく行かない子育

てのストレスから，攻撃性や衝動性を一層強めているこ

とを指摘している．さらには，少子化傾向により，養育

者を取り巻く同年代の人々も子育て経験が少なく育児に

不安をもっており，互いに頼れない環境に加え，地域と

の繋がりも希薄で，悩みを抱える子育て家庭に対する支

援の必要性が増していると言える．

筆者らは大学周辺地域で乳幼児の養育者を対象に，子

育ての現状と支援ニーズについて調査を行った（内，丸

山，吉竹ら，2017）．その結果，大学周辺の子育て家庭

の多くは核家族であり夫婦で子育てをしており，今後希

望する子育て支援として「子どもを預かってもらう」「同

年代の子どもを持つ養育者と自由に話しができる」「子

ども同士の交流」「子どもと一緒に遊ぶ」「情報提供して

もらう」「専門家から子育てアドバイスを受ける」「子育

てを終えた女性から子育てのアドバイス」など希望があ

ることが分かった．また，看護職からの支援については，

「病気や怪我の時の対応や相談」「健康に関する育児相

談や情報提供」「子どもの健康管理や指導」「感染予防に

ついての情報提供・対応」などの専門的な知識の提供な

どのニーズがあることが示されていた．本学は総合大学

であり，子どもと養育者の生活を支える専門家として，

児童福祉，子どもの成長発達，子どもの健康増進や疾病

予防に携わる教員が多い．そのため筆者らは，乳幼児の

表 1．会議時期と検討内容の概要
時期 会議 会議内容

2
0
1
8
年
度

6 月 代表者会議（代表者 2 名）
①�必要な準備についてのアウトライン（対象者 , 目的，活動場所 , 内容，運営，広報，運営資金）につ

いて意見交換

7 月 代表者会議（代表者 2 名）
①�運営メンバーの決定，内容，開催場所，開催頻度，学生の参加について，意見交換し，概要を再考
②支援事業の名称について，今後検討することを確認

8 月 運営者会議（6 名）

①運営資金について，研究助成の申請を決定
②子育てプログラムの内容について意見交換
・�スタッフ，ボランティア，具体的な運営について（開始時期，開催場所，開催時間，参加者管理）
・講座の評価方法，広報の方法や範囲について

9 月 運営者会議（6 名）

①プログラム内容の検討
　�文献検討から , 将来的なプラン , 具体的なプログラムの開始時間 , 対象者について検討し , 決定
②プログラムのスケジュール（プログラムの順番）の決定
③運営資金について

10 月 運営者会議（6 名）
①講演会のテーマの検討（2019 年度の毎月の講座開催のテーマと内容について）
②助成金の申請について

11 月 運営者会議（6 名） 助成金申請について（申請書類の確認）

2
0
1
9
年
度

2 月 運営者会議（6 名）

①助成金申請結果と予算額の見直しについて
②広報について
・�リーフレットおよびチラシ作成のスケジュール，大学ホームページへの掲載および他広報の検討，

郵 送作業アルバイト
③会の名称を決定
④参加者の具体的な申し込み方法の決定

3 月 運営者会議（6 名）

①他の子育て支援事業，福祉事業の情報交換および連携の可能性について検討
②リーフレットおよびチラシ内容の決定
③ 2019 年度開講講座の各月テーマと担当者の決定：2019 年 9 月より開講決定
④スタッフ T シャツおよび , グッズ（クリアファイル）作成について

5 月 運営者会議（6 名）
①リーフレットおよびチラシ内容の再確認 , 配布先の決定
②ボランティアの募集方法の決定
③プログラム実施の日程の決定

7 月上旬 人間を対象とする研究倫理委員会：参加者および学生を対象としたアンケート調査について申請（8 月 6 日承認を得る）

7 月 運営者会議（6 名）

①アンケートについて（人間を対象とする研究倫理委員会審査の結果および内容の修正点の確認）
②リーフレットおよびチラシの発送
③講座の運営について
・参加者のメール管理の担当者，ボランティアの作業内容，配布資料，教室のレイアウト
・講座後，参加者（養育者）間の相談会の実施方法
④第 1 回講座の運営について：ボランティア学生の人数，資料の準備，会場案内など
⑤ A 市との連携について
⑥予算について：次年度助成金申請および 4 大連携事業への申請についての検討
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大学を拠点とする多職種による子育て支援事業開設に向けての取り組み

養育者の多種多様な問題や悩みに対応すべく，看護学科，

社会福祉学科の教員が中心となり，児童心理や発達，小

児の健康についてそれぞれの専門性を活かして協働し支

援する，子育て支援事業を設立した．現在，乳幼児を中

心とするコミュニティ形成に焦点を当てた子育て支援事

業“子育てコラボサロンどーなつ”を 2019 年 9 月より，

月に 1 回展開している．本稿では子育て支援事業“子育

てコラボサロンどーなつ”の開設に至るまでのプロセス

について報告する．

＊“�子育てコラボサロンどーなつ”の実践報告につい

ては，2020 年度神戸女子大学健康福祉学部紀要を

参照

Ⅱ．“�子育てコラボサロンどーなつ”開設に至るプロセス

2018 年度より，子どもの健康・育児・小児看護・学

校保健に関する専門性を有する看護学科教員 3 名と，児

童福祉・心理・子どもの発達に関する専門性を有する社

会福祉学科教員 3 名により，開設に向けての検討を重ね，

2019 年度 9 月より，子育て支援事業“子育てコラボサ

ロンどーなつ”を立ち上げるに至った．そこで，子育て

支援事業“子育てコラボサロンどーなつ”を立ち上げる

に至ったプロセスとその時期に合わせ検討・調整してき

た内容について報告する．

1 ．“子育てコラボサロンどーなつ”開設に至る概要

子育て支援事業の開設に向け，2018 年 6 月より，月 1

回程度の会議やメールでの審議などを重ね，検討を行っ

てきた．開設にむけて会議により話し合われた議題，会議

時期と検討内容の概要については表 1 に示す通りである．

2 ．“�子育てコラボサロンどーなつ”開設に向けてのプ

ロセス

“子育てコラボサロンどーなつ”開設に向けてのプロ

セスは，“子育てコラボサロンどーなつ”開設の流れ（図

1）に示すように，1）子育て支援のビジョンと内容の地

固め期，2）運営に向けての整備期，3）各講座の実施と

周知に向けての具体的準備期の大きく 3 つの時期に分け

ることができた．それぞれの時期に行った調整と主な検

討内容について説明する．

1 ）子育て支援のビジョンと内容の地固め期

今回，子育て支援事業を設立するきっかけとなったの

は，筆者らが 2017 年に大学周辺地域で乳幼児を子育て

している養育者を対象に子育ての現状と支援ニーズにつ

いて調査（内，丸山，吉竹ら，2017）を行った際に，大

学内に設置していたアンケート回収箱を目にした社会福

祉学科教員が，看護学科での取り組みに関心をもち，声

をかけてくれたことであった．社会福祉学科教員は，以

前より子どもの発達を促す遊びを提供する“くじらくら

ぶ”の活動を行っていたことから，看護学部教員の同様

な取り組みに関心を持ち，それぞれの専門性を活かして

協働する子育て支援活動を行えないかということから，

検討を始めた．

子育て支援のビジョンと内容の地固め期では，（1）運

営メンバーの決定，（2）子育て支援事業の将来的ビジョ

ンと目的の共有，（3）子育て支援事業のアウトラインの

検討を主に行った．

（1）運営メンバーの決定

子育て支援事業を共に，運営・実施する教員を募るこ

図 1．“子育てコラボサロンどーなつ”開設の流れ
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とから始めた．まず，子どもの成長発達，健康や，家族

支援など，子どもや養育者に関する専門性を持った教員

に声を掛けた．声を掛けた教員の中には，継続した運営

への参加は難しいが，必要時の相談には対応が可能とい

う者もおり，実質的な運営については，看護学科小児看

護学の教員 3 名，社会福祉学科教員 3 名で，スタートす

ることとなった．また，事業の目的の 1 つに，コミュニ

ティづくりを掲げ，子どもに関心のあるコミュニティ，

すなわち専門家だけではなく，小児看護や児童福祉を学

んでいる学生もボランティアとしてメンバーに加えた．

（2）子育て支援事業の将来的ビジョンと目的の共有

子育て支援事業を始めるにあたり，「子どもが社会の

中で健全に育っていくために」「子どもを養育する家族

に対して」「社会の中でどう支えるかという視点を持つ」

「子どもに関わる様々な専門性をもつ大学教員が取り組

む」「多職種で子育て支援に取り組む」という視点を大

切にしながら，「子どもが誕生し，継続して，生活を支

えることの重要性」「子どもに関わる多職種からの支援

の必要性」を認識し，どのような事業を展開していくべ

きかという今後の事業展開について，意見のすり合わせ

を行った．

将来的には，地域の子育て家庭にとって，いつもで気

軽に相談できる場として活用してもらえるような子育て

支援事業を展開することを目指し，初めは講演会という

形式での情報提供を中心に行いながら，多くの人に「大

学でこのような取り組みをしている」と認知してもらう

ことからはじめることにした．その中で少しずつ相談を

受け支援し「あそこに行けば相談してもらえる」という

ように捉えてもらい，少人数でもいつも行っているとい

う安心感を持ってもらえるように，継続していくことを

大切にし，事業に取り組むことにした．

（3）子育て支援事業のアウトラインの検討

先行研究（内，丸山，吉竹ら，2017）から，子どもや

母親の健康レベルに関わらず，子育てに関する相談や子

どもを遊ばせる場が欲しいなどのニーズが確認されてい

る．そのため，子育て支援事業の対象は，地域の受け皿

として幅広い方々に活用してもらいたいことから，誰で

も参加しやすいように子どもを養育する家族であれば特

に健康レベルは問わないこととした．相談内容として

は，子育てに関する全般的なこと，すなわち子どもの成

長発達，養育方法などであり，養育者自身についての相

談も可とし，相談はプライバシーが守れるようにするこ

とや，学生が運営に関わり学びの場とすることも検討し

た．また，このような子育て支援は，市や他大学などで

も多く開催されているが，大学教員が関わることでオリ

ジナリティーが出せるようにすることや，同じような活

動であったとしてもこのような子育て支援の場が数多く

必要であるということも共通認識した．

2 ）運営に向けての整備期

子育て支援事業のアウトラインを検討し，運営メン

バーが子育て支援事業としてどのようなことに取り組む

かについてある程度共通認識を持ったところで，（1）具

体的な講座の内容について決定，（2）子育て講座の名称

とイラストの決定，（3）広報の方法やツールの決定，（4）

学生ボランティアの参画，（5）参加者管理や運営方法の

検討，（6）運営資金の獲得について，具体的な内容を整

え調整を行った．

（1）具体的な講座の内容について決定

具体的な講座の内容について，先行研究（内，丸山，

吉竹ら，2017）より「気軽に相談できる場の提供」「養

育者同士，子ども同士の交流の場」「専門的知識の提供」

という養育者のニーズが明らかになっているため，知識

を提供する講義と参加者同士の交流を取り入れることと

した．開催時間については，笹尾，山本，前田ら（2016）

の活動報告から午前中の 1 時間半～ 2 時間程度の開催時

間で参加者の満足が高かったことが報告されている．そ

のため，各講座は講義 + 交流会の 2 部制とし，時間は 2

時間程度（子育てに関する知識の提供（講座）60 分 +

参加者同士の交流および相談会 60 分）を基本に計画し，

加えて講座の終了後に毎回 1 時間程度運営側教員・学生

の振り返りの時間を設けることにした．

子育てに関する知識の提供を行う講座の内容について

は，先行研究（内，丸山，吉竹ら，2017）で「子どもの

発達について知りたい」「病気や怪我の時の対応や相談」

「健康に関する育児相談や情報提供」「子どもの健康管

理や指導」「感染予防についての情報提供・対応」など

のニーズがあったこと，笹川（2019）の研究において「子

どもにうまく対応できない」ことが母親のストレス要因

になりうることが示されていたことを参考にした．それ

ぞれの専門性を活かし，社会福祉学科教員は「発達障害

の特徴のある子どもへの対応」「子どもとのコミュニケー

ションのとり方」「子どもの行動理解」に関する内容を

提案し，看護学科の教員は「家庭での事故防止」「感染

対策」「子どもへの健康教育」「保護者のリラクゼーショ

ン」等に関する内容を提案した．また，社会福祉学科の
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教員が子どもに関わる幼稚園教諭や保育士も子どもの対

応や保護者の対応に困っている状況があり，知識の提供

や相談できる場などを求めているという情報を持ってい

た．そして，今回の子育て支援講座では，幼稚園教諭・

保育士などの子どもの保育に関わる専門家への継続的な

後方支援も必要であると社会福祉学科教員から提案さ

れ，「気になるこどもへの対応」「行動分析の考え方を用

いた子どもの理解」などの知識提供および相談会の実施

を計画することにした．このように，2019 年の講座内

容を表 2 のように決定した．

加えて，講座の後半では参加者の交流会を計画した．

今回の子育て支援事業では，子どもが通う施設や居住す

る地域が異なる参加者であるからこそ，周囲に気兼ねす

ることなく話しが出来ることも一つのメリットであると

考えた．そのため，参加者同士の交流が図れ，参加者が

悩みに対してどのように対処しているかなど実体験を聞

ける機会を作るよう教員がファシリテートして関わり，

日々の子育てに関して気軽に話が出来，お茶を飲みなが

ら気軽に相談できる座談会形式で行うこととした．その

際，講座を担当する専門分野の教員だけでなく，様々な

視点で相談対応が行えるよう，各講座に必ず看護学科教

員と社会福祉学科教員が少なくとも 1 名ずつ同席できる

人員配置を工夫し，講座の終了後は，個別に声を掛け，

気軽に相談できる機会を作るように計画した．

また講座では，野口，小川，松村（2005）の育児にお

けるストレッサーの要因として自分の時間がないことが

示されているように，日ごろ子育てで自分の時間をとる

ことが難しい養育者が，集中して講義に参加でき，交流

の時間を持てるよう，講座中は子どもの預かりも取り入

れることとした．子どもを預かる際には子ども達が楽し

く遊べるよう，社会福祉学科にある保育実習室を使用し，

子ども達がおもちゃに囲まれ，自由に遊ぶことが出来る

環境や，教員 1 名と学生ボランティアを配置し，子ども

の安全面に十分に配慮できるよう環境を整えることにし

た．講座中に子どもの預かりをすることにより，子ども

同士が一緒に遊ぶという体験から，子どもを介しての養

育者同士のつながりを持つ機会にもなると考えた．各講

座終了後には，参加者にアンケートを実施し，講座実施

の評価および次回講座の改善につなげるようにした．

（2）子育て支援事業の名称とイラストの検討

子育て支援事業の名称について，子ども達にも親しみ

やすく覚えやすい名称という点を考慮し，検討を重ねた．

そこで，子育てや学部を越えた連携という点から，共に

手をつなぐ“輪”をイメージした“どーなつ”とするこ

とに決定した．“どーなつ”の表記については，子ども

でも分かるようにひらがなを用い，単純な表記を意識し

た．以後，“子育てコラボサロンどーなつ”として事業

を展開していくことに決まった．

また，“子育てコラボサロンどーなつ”をイメージし

たイラストを作成し，ポスターやリーフレットに掲載す

表 2．2019年講座内容
講座タイトル 対象者 講座担当者

2
0
1
9
年
度

第 1 回 気になる子どもたちの発達とサポート 幼稚園・保育所等乳幼児に関わる先生方
社会福祉学科

下司

第 2 回 子どもとほっこりコミュニケーション 子育て中の養育者
社会福祉学科

曽田

第 3 回
家庭内で起こりやすい乳幼児の事故の予防と対処
～ヒヤッとしたことありませんか～

子育て中の養育者
看護学科

内

第 4 回 知っておきたい子どもの感染予防と予防接種 子育て中の養育者
看護学科

菅野

第 5 回 子どもとことばの発達 子育て中の養育者
社会福祉学科

下司

第 6 回 親子で知ろう、からだのふしぎ 子ども（4 歳～ 6 歳）・親
看護学科

丸山

 
図２．子育てコラボサロンどーなつ イラスト 
 
 
 
 
 
 

図 2．子育てコラボサロンどーなつ　イラスト
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ることとした．イラストは，温かく，子どもや親が見て

も親しみやすい印象を持てるよう，子どもが描いた手書

きのイラストを採用し，共に手をつなぐというコンセプ

トを示すものとした（図 2）．

（3）学生の参画

子育て支援事業の拠点を大学に置くことにより，学生

が学ぶ機会とする．学生がボランティアとして運営に参

画することにより，「子どもを育てる養育者の生の声を

聞く機会」「子どもの預かりを担当することにより子ど

もの発達を見て学ぶ機会」「教員をモデルとし，専門職

としての支援の実際を学ぶ機会」を得ることができる．

そのため，社会福祉学科では，子どもの福祉分野に関心

のあるゼミの学生や，看護学部では成育看護実習Ⅰを終

え，小児看護学を学ぶ時期にある 2 年生以降の学生に対

して，会の目的や学習の機会となること，学生が参加す

る事の意味を説明し，強制にならないよう学生に意向を

確認しながら参画を促した．

講座のボランティアで参画した学生には，講座終了後

に教員との振り返りの時間を持ち，講座の内容，子ども

や養育者の発達・言動を振り返り，意味づけし，専門職

としての学びを深める機会を持った．また，学生にもア

ンケートを実施し，学習の機会としてどうであったかを

評価し，学習環境の改善へとつなげることを話し合った．

（4）広報の方法とツールの決定

“子育てコラボサロンどーなつ”の活動について周知

を図るため，広報に使用するツールの作成を検討した．

子育て支援事業や運営について説明した 3 つ折りリーフ

レット（図 3）と，各年度において講座の一覧や各講座

の紹介を記したチラシ（図 4）の 2 種類を作成した．3

つ折りリーフレットには，子育て支援事業設立の経緯や

目的，事業内容や運営スタッフの紹介を掲載し，“子育

てコラボサロンどーなつ”のイメージイラストを掲載し

た．各年度のチラシには，年度における講座一覧と各講

座の詳しい内容を掲載し，どのような講座が開催される

のかが見て分かるように工夫した．その際，幼稚園教諭

や保育士対象講座と子育て中の養育者を対象とした講座

の区別が分かるように，それぞれでチラシを作成するよ

うにした．リーフレットおよびチラシは，子どもが集ま

る施設や検診など養育者の集まる場で配布ができるよう

に調整を行っていくこととした．また，“子育てコラボ

サロンどーなつ”の名称を入れたオリジナルのファイル

と T シャツを作成し，ファイルは資料を入れて講座の

参加者に当日配布するようにした．

（5）参加者管理や運営方法の検討

参加者の管理については，専用のメールアドレスを作

成し，必要事項を明記し，メールで申し込む方法とした．

メールは運営メンバー全員に転送されるようにし，各月

の講座を担当する主担当が各講座参加者への返信と取り

まとめを行うようにした．メールへは子どもの預かりの

有無の記載を必須とし，必要な場合は子どもの年齢も合

わせて記載してもらい，子どもの年齢に合わせた環境を

事前に整えるようにした．また，講座中の子どもの預か

りを担当するボランティア学生の人数も，子どもの人数

により調整を行うこととした．（2020 年度からは，申し

図 3．3 つ折りリーフレット

 

 
図３．3 つ折りリーフレット 
 

 

 
図３．3 つ折りリーフレット 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4．2019 年度 第 1 回案内および年間の講座案内チラシ 
 
 

図 4．2019 年度　第 1 回案内および年間の講座案内チラシ
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込みフォームを作成し，専用 URL もしくは QR コード

により申し込みができるようにした．そのことにより，

講座の申し込みを一括で行えるように修正を行った．）

運営当日は，参加者の人数・講座中の預かりを必要と

する子どもの人数により，ボランティア学生を募集した．

当日は，スタッフは全員オリジナルのTシャツを着用し，

子どもの預かりを担当している学生もスタッフの一員で

ある自覚を持ってもらうこと，毎回異なる学生が対応し

ても参加者（養育者と子ども）に一目でスタッフだとわ

かってもらえる工夫を行うこととした．

（6）運営資金の獲得

講座の運営資金として，本学の行吉学園教育研究助成

金の申請を行った．2019 年度は，看護学科と社会福祉

学科の教員が，学部学科を越えて行う共同研究として申

請を行い，助成金を受けた．2020 年度以降も，4 大学連

携事業への申請なども含め，継続して運営資金を獲得で

きる工夫を行うことについて引き続き検討を行ってい

る．（4 大学連携とは，A 市 B 地区にキャンパスを置く

4 大学が連携し，地域社会に貢献することを目的とした

事業である．4 大学連携事業は様々な地域住民への支援

活動を行っており，活動資金の助成や活動の内容を地域

自治会などに広報を行っている．）

3 ）各講座の実施と周知に向けての具体的準備期

ここでは，（1）広報活動，（2）A 市との連携，（3）各

講座の具体的な運営方法について検討した．

（1）広報活動

広報活動として，三つ折りリーフレット・各年度の講

座案内チラシの配布を行った．“子育てコラボサロンどー

なつ”のリーフレットおよびチラシは，A 市内の認定

こども園・幼稚園・保育園を合わせ計 339 施設，行政，

自治会（大学周辺地区，大学周辺の行政管轄区），A 市

総合児童センターに郵送し，同封した書面にて掲示板へ

の掲載の依頼を行うこととした．また，大学周辺の幼稚

園・保育園・児童館には，三つ折りリーフレットおよび

チラシを持参し，掲示板への掲示と配架（持ち帰り自由）

をお願いすることとした．

また，大学のホームページの News リリースや地域連

携のページに毎月，講座の案内，および“子育てコラボ

サロンどーなつ”のリーフレットおよびチラシをあわせ

て掲載し，掲載時には検索エンジンで検索しやすいよう，

“子育て”の言葉を入れるようにするなどの工夫を行っ

た．また，講座の実施後は実際の講座の様子，実施内容

などをホームページに掲載することとし，2019 年度実

施時は，学園広報部より担当者が毎回取材に訪れ，各回

の講座の様子をホームページに掲載した．

（2）A 市との連携

地域では，乳幼児健康診査などで問題が顕在化してい

る養育者には何かしらの支援がなされているが，潜在的

な問題を抱えているが必要な支援が届いていない養育者

も多い．大学のある地域の子育て家庭の多くは核家族で

あり，行政の支援事業に参加するためには，公共交通機

関を利用し出向く必要があり，乳幼児を抱える養育者に

は容易ではない状況がある．そのため大学の周辺地区の

住民にとって，アクセスしやすい場所に子育て支援を受

けられる環境がある事は有意義であると考えた．

このような子育て講座を定期的に実施することで，乳

幼児健康診査などで顕在化していないが継続的なフォ

ローアップを必要とする養育者を見つける機会となり，

保健センターなど専門機関へつなげることで支援につな

げる役割ができる．さらに，乳幼児健康診査などで大学

での子育て支援事業を紹介してもらうことで，居住地に

近い場所で定期的に養育者と子どもの状況を確認できる

機会となり，育児の孤立化を防ぐ機会となると考えた．

そこで，A 市 B 区の乳幼児健康診査や保健センターで，

リーフレットおよびチラシの配架（持ち帰り自由）と個

別相談にて子育て支援事業の一つとして紹介してもらう

よう依頼を行い，大学からも相談内容や養育者の様子か

ら，必要時地域の保健センターへ情報提供することや継

続支援を依頼することの調整を行った．

（3）各講座の具体的な運営方法

初回の参加者が多い場合は，駅からの道案内を設ける

など当日の案内掲示をし，当日は講座資料に加え“子育

てコラボサロンどーなつ”のリーフレットと年間スケ

ジュールのチラシ，アンケートをロゴ入りのクリアファ

イルに綴じ配布すること，アンケートの回収方法として

出入り口に回収箱を設置するなど，具体的な運営につい

ても決定した．

各講座終了後は，当日の運営を行った教員と学生で 1

時間程度の振り返りの時間をとり，学生へは質問対応や

子どもの対応での振り返りと意味づけを行えるように教

育的関わりを行い，運営に関しては，次回への改善点や

その日あった出来ごとの共有，気になる参加者の様子な

ど，どの教員でも継続して対応ができるよう必要な情報

の共有を行う時間を設けるようにすることも決まった．
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Ⅲ．考察

子育て支援事業“子育てコラボサロンどーなつ”は始

まったばかりの事業であり，今後どのように展開してい

くのかについては大きな課題ではあるが，今回の子育て

支援事業の立ち上げに至る経過を振り返り「学科を越え

て専門性を活かした協働」と，今回の子育て支援事業の

特徴ともいえる「大学を拠点とした運営」「乳幼児を育

てる養育者のコミュニティ形成を促す働きかけ」につい

て考察する．

1 ．学科を越えて専門性を活かした協働

子育て支援事業“子育てコラボサロンどーなつ” を開

設するに当たり，看護学科教員と社会福祉学科教員で意

見を出し合い，一つの形を作ってきた．その中でも特に

時間をかけ取り組んだ点は，子育て支援事業の目的や将

来的なビジョンのすり合わせと講座の内容の検討であ

る．

吾妻，神谷，岡崎ら（2013）は，チーム医療を実践し

ている 看護師が感じる連携・協働の困難について調査

した結果，【職種を越えて連携・協働する】が困難であ

るという記述では，〈目標や価値観の一致が困難〉〈専門

職間の壁を取り払うことが困難〉〈多職種の相互 理解が

困難〉〈専門性への固執を打破することが困難〉〈チーム

の自立的な活動が困難〉の 5 サブカテゴリー に分けら

れたと述べ，〈目標や価値観の一致が困難〉は，「チ ー

ム結成の日が浅く目標がしっかりと定まっていない」「職

種間で求めていることが異なっているため，スムーズに

機能しない」といったチームの目標や価値観の一致の困

難であったと述べている．今回の取り組みにおいても，

同様に立ち上げメンバーがチームとして取り組んだ日数

は浅く，医療職と福祉職という点においても，お互いの

専門性の違いがある状況であった．例えば，対象者を検

討する場合，社会福祉学科教員は養育者への支援に焦点

を絞っていたが，看護学科教員は子ども本人にも支援を

考えていた．また，方法としても社会福祉学科教員は個

別相談を積極的に行い早期の支援や他機関との連携を考

慮していたが，看護学科教員は養育者が本来もっている

力を引き出せるような関わりを考慮していた．このよう

に，それぞれの専門性から焦点をあてる支援やアプロー

チの方法が異なることもあったが，その中で，自分たち

がイメージする子育て支援とは何かという点から，養育

者の困難に対する相談支援なのか，明らかな困難はなく

とも子育て力を育てるような支援が必要なのかなど，お

互いの考え方や価値観を出し合い，今回の取り組みの目

的やビジョンについて話し合いを重ねた．専門性の異な

る大学教員がともに協働し一つの事業を立ちあげるにあ

たり，十分な時間をとり目標や価値観をすり合わせたこ

とは，チームを一つにまとめるとともに，活動を継続し

協働していくために重要なプロセスであると考える．

また，講座の内容を検討する際も，それぞれの専門性

を活かし，子育て支援に取り入れたい内容について意見

を出し，お互いを受け入れながら，具体的なテーマ，プ

ログラムを作ってきた．勝山（2014）によると，効果的

な多職種連携について，以前は医療関係者の協力関係を

確立することに重きを置かれていたが，現在では，各々

の高い専門性を前提に，目的と情報を共有し，業務分担

しつつも連携・補完する協働が重要だと再定義されたと

記しており，共に協力するだけでなく，それぞれの専門

職が自立して知識，技能を発揮し，対象者に連携し提供

されることが重要であることが分かる．そのため，今回

の取り組みにおいても，それぞれの専門性が十分に発揮

される場を持ちつつ，一つの形としてお互いを尊重し，

受け入れていくことが，学科を越えて専門性を活かした

協働をしていく上で重要であったと言える．

2 ．大学を拠点とした運営

活動の拠点を大学に置くことにより，使用できるリ

ソース（環境，人材）が多いという点について利点であ

ると言える．まず，環境として，参加者が一同に会する

ことができ，講座の内容により臨機応変に変更ができる

場所と，子どもの預かりを行うために，大人の目が届

き，子どもの目線や発達段階に合わせたおもちゃなどを

用意できる，子どもが遊ぶために安全で適切な環境を整

える必要があった．本学は，子どもが遊ぶための環境と

して適切な保育実習室を有していること，子どもの様子

を確認しながらも参加者が一同に会することができる教

室が利用可能であることから，物理的環境を整えること

ができる．また，大学を拠点とすることで，講座で提供

される情報の新規性や正確性，また本学が開学当時より

地域貢献を盛んに行っており地域住民への大学名の認知

度も高いことなどから，子育て講座に対する信頼や安心

感が生まれる点も利点であると言える．次に人材である

が，大学には多くの専門性を持った教員が所属しており，

子育て支援を担当する教員だけでなく，子育てをする養

育者の多種多様な問題に対しても，知識・技術を用い解

決に導くことができる人的リソースが整っていると言え



— 37 — Bull Fac Nurs Kobe Women's Univ, Vol.6, 2021

大学を拠点とする多職種による子育て支援事業開設に向けての取り組み

る．また講座の運営において，マンパワーは重要な要素

である．子育て支援事業を学習環境にうまく取り入れる

ことにより，学生の参画を促すことができ，共に運営に

関わってくれるマンパワーを確保することにもつなが

る．大林，岡田，緒方ら（2011）は，大学での子育て支

援活動が地域で定着してきた理由として，子育ての不安

や悩みを専門家や学生に気軽に相談でき，大学教員（助

産師）をはじめとする専門職が常駐して育児相談に応じ

る体制は養護者の満足につながっていると述べ，この相

談体制は看護大学の資源を活用した子育て支援事業の特

徴として整えてきたものであったが，今後は地域住民へ

の大学の知財提供の場としていきたいと述べている．こ

のように，大学に所属する専門性を持った教員と大学の

研究で培われた知的財産を提供できることが，地域貢献

につながる活動の一つであることが言える．

また，子育て支援事業を学生の学びの場として活用す

ることについて，大林，岡田，緒方ら（2011）は，学生

は養護者との関わりを通して「育児中の親子の状況や接

し方を理解し，子どもの発達についても理解できた」と

答え，子育てひろばの活用は親子と接する学生への教育

効果が期待でき，学生への生きた教育現場の提供になり

うると述べている．さらに，今回の取り組みでは，学生

が看護学科・社会福祉学科の教員が協働し子育て支援の

活動をする場面に参画している．このことは，自身の専

門分野だけではない多角的視点をもつ学びを得ることが

できるのではないかと考える．村田（2011）は，臨床で

の専門職が連携・協働していくためには，養成教育段階

から連携の芽を育み，連携する力を教育することが必要

であると述べている．このように，子育て支援事業に共

に参画することで，学生同士がカンファレンスなどの意

見交換をする機会を持つことは，将来看護師・社会福祉

士として，臨床の場で活躍するために連携・協働を学ぶ

「学びの場」としての活用も十分に期待できると考える．

3 ．�乳幼児を育てる養育者のコミュニティ形成を促す

働きかけ

講座では，乳幼児を育てる養育者のコミュニティ形成

を促す働きかけに重きを置き，参加者同士の交流を促す

プログラムを組み込んでいる．子育て世代の孤立化や地

域とのつながりの希薄さ，子育て経験のなさからくる育

児不安については，多くの文献で言われており，このよ

うな子育ての孤立化は子育てに対する不安やストレス，

虐待の因子にもなりうると言われている．子育て支援事

業に参加した母親について，吉岡（2020）は，同じ学年

や学校，小中高といったそれぞれの学校種ごとに一定の

保護者の繋がりはあるが，それらを乗り越えて保護者同

士がつながる機会・支援は乏しく，参加したメンバーが

自ら子育ての課題を話し合い共有することで，それらを

乗り越える学習機会となり，先輩親からの経験談は，大

きな力となり，新たな地域の子育ての連携の可能性を生

み出したと述べている．また，小川，榮，野口ら（2010）

は，「子育て中の親と友人になれた」と捉えた母親は「柔

軟さ・寛大さ」が有意に高く，「柔軟さ・寛大さ」は人

との関係性を円滑に進めていくために重要な要素である

ことを述べている．これらのことから，“乳幼児の子育て”

という共通の話題を持った参加者が集い，コミュニケー

ションをとる中で，その中で先輩の親が若い世代の親へ

伝えるという相互作用や他の人の意見を聞き入れるとい

う柔軟さを培うことになり，子育てを乗り越える親自身

の力を育み，子育てを支えるコミュニティの形成につな

がると言える．

今回の子育て支援事業では，大学周辺の子どもの養育

者のアンケート結果に基づき地域のニーズに即したテー

マでの講座を展開している．アンケート対象は一部の地

域であったが，さらにその地域を中心として A 市全体

へと広域に広報を行ったため，テーマに興味関心があり，

子どもの年齢や居住地なども様々な参加者が集まること

になった．そのため，同じ施設やコミュニティに所属し

ていない参加者同士が一から繋がりを作るしんどさがあ

る反面，つながりを意識せず何でも話せる新たなコミュ

ニティの形成を促すことができると考える．これらのつ

ながりは，専門家の支援を受けるだけでなく，地域で支

えあえる新たな子育て資源となるため，参加者自身の力

を育てる新たな支援の形であると言える．

Ⅳ．今後の課題

今回の子育て支援事業はスタートしたばかりであり，

地域住民に認知してもらうためには広報活動が重要であ

る．現在，幼稚園・保育園，児童館など，子どもと養育

者が利用する施設を中心に広報を行っているが，保育園

や幼稚園，児童館などを利用していない，地域で孤立化

する子どもと養育者など必要な人に支援が届くような広

報活動の検討が今後は必要であると考える．また，何時

でも相談できる地域のリソースとなるためには，子育て

支援事業を継続していくことが重要であり，そのために

は，子育て支援を担う人材の確保と人材育成も今後の課
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題であると言える．
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